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ドイツにおける科学教育の最新動向

-シュレスヴイヒ・ホルシュタイン州の「郷土及び事実教授」を中心として-

柴　　　-　実

(広　島　大　学)

緒　言

近年,わが国の小学校教育課程の改訂では,平成元

年に生活科が新設され,平成10年には,新しく「総合

的な学習の時間」が設けられた。こうした生活科や総

合的学習と理科教科学習とのカリキュラム上の関連性

を考究することは,理科の指導上重要な課題である。

ところで,世界の初等教育を僻撤すると,わが国の

生活科と類似した教科を設けている国として,ドイツ

がある。ドイツの「基礎学校(Grundschule ;第1-

4学年)」では理科という独立した教科は存在せず,

「事実教授(Sachunterricht)」の中で,自然科学的内

容が教授学習されている。この「事実教授」は, 「も

ともと教科ではなく,地理,物理などのさまざまな教

科額域を並列させたもの」 (W. Einsiedler - 1975) "で,

1960年代末に,世界的な科学教育現代化運動の影響を

受けて,ドイツの伝統的な「郷土科(Heimatkunde)」

から発展成立したものであった。 「郷土科」から「事

実教授」への移行は, 70年代に進行したが, 80年代に

なって, 「事実教授」による行き過ぎた科学主義に対

する反省から,再び「郷土科」が見直されるという経

緯が辿られた。では21世紀を迎える現在,如何なる

「事実教授」が志向されているのか。

本稿はドイツ16州のうち,最も新しく, 1997年に教

授プラン(Lehrplan)の改訂を行ったシュレスヴイ

ヒ・ホルシュタイン州の「郷土及び事実教授(Heimat-

und Sachunte汀icht)」に着目した。本研究の目的は,

第一に, 「郷土及び事実教授」の目標や内容を明らか

にすること,第二に,同州のゲザムトシューレ

(Gesamtschule)における「自然科学(Naturwissen-

schaften)」の目標や内容も合わせて明確にすること

である。ここで中等教育段階I (SekundarstufeI ;

第5-10学年)の学校例として,ゲザムトシューレを

取り上げるのは,同校で実施されている「自然科学」

がドイツでは珍しい総合理科の形態を採っているから

である。更に,両者の目標や内容を比較することを通

して,初等教育段階の「郷土及び事実教授」と中等教

育段階Iの「自然科学」とのカリキュラム構成上の関

連性・系統性を考察することが本研究の第三の目的で

ある。

I.基礎学校における「郷土及び事実教授」の目標

1.基礎学校における「郷土及び事実教授」のねらい

1997年改訂のシュレスヴイヒ・ホルシュタイン州の

教授プランによれば, 「郷土及び事実教授」のカリキュ

ラム構成原理は次の通りである2)0

1) 「郷土及び事実教授」は,児童が社会的,文化

的,技術的,自然的環境に取り組むように構成され

ている。その際に,子どもと事象との相互の解明が

問題となる。内容は「合子ども性(Kindgem云Eheit) 」

の原理に基づいている。それ故,児童の体験が授業

場面への出発点である。

2 )児童は既有経験を持ち合わせているが,学校で

は共同で新しい経験を積み重ねる。学習頚城やテー

マと取り組むことによって, 「生活現実(Le-

benswirklichkeit)」や背景学問の「分類体系

(Ordnungssystem) 」が解明される。児童は社会的,

自然的世界の現象や問題を発見したり,解釈したり,

関連づけるとともに,子どもの生活世界での事物現

象を通して,資任をもってモノや人間と関わるよう

教育される。

3)中心理念は,児童が,自分の身の回りの世界と

人間を対象として,探究的に関係性を見出すことで

ある。行動志向的学習において,実際的行為と反省

的理解は互いに関連づけられる。エコロジー教育の

基礎固めは重要である。 「郷土及び事実教授」は,

児童が初期に受けた深い印象や感銘の体験に基づい

て,環境に対する興味関心や態度を持続発展させ,

積極的に環境に対して働きかけるように導入される

べきである。児童は社会や自然,環境において責任

ある行動を取れるように,自己理解(Selbstverstandnis)

や事実理解(Sachverst云ndnis) ,世界理解(Welt-

vers伝ndnis)を発達させ,拡大するのである。

このように, 「郷土及び事実教授」は,第-に, 「合

子ども性」の原理に基づいて,子どもの体験を重視し,

子どもの周りの社会的・文化的・技術的・自然的環境
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を解明すること,第二に,子どもの経験を通して,坐

活世界の問題を発見し,解決し,関係づけること,第

三に,実際的行動と反省的理解との有機的結合を図り,

社会や自然,環境に関する自己理解や事実理解,世界

理解の統合を目指すことを求めている。

2.基礎学校における「郷土及び事実教授」の畠錆巨力

「郷土及び事実教授」の教授プランでは,先のカリ

キュラムのねらいに基づき,目標及び内容を設けるに

当たって,鍵能力(Schiisselqualifikation)を重視

することが謡われている。具体的な鍵能力は次の通り

である(l);論証を行う, (2)コミュニケーションメディ

アを責任をもって利用する, (3推論する, (4}他人の考

えを整理しながら,自ら思考する, (5*事実に即して考

える, (6)他人と共同で学習する, (7)共同で計画し,実

行し,評価する, (8棚TJを受け入れ,遵守する, (9)自

分で責任を負う, (1鵬虹大に対して責任をもって行動す

る, 0カ自然や環境に責任をもって取り組む, 82)自分の

健康に責任をもって取り組む, 03)時間概念を発達させ

る, (1胡空間的構成を知覚する, (15)地図やコンパス,そ

の他の手段を用いて,位置を確認する, (16)経済関係の

概念を発達させる, (17)想像力豊富に且つ建設的に問題

を解決する, 08)自主的に探究する, 09:発見的に学習す

る,価)役割行動を認識し,評価する, (21)自然の一部と

して人間を理解する, (22)伝統に取り組む, (23)倫理的態

度を育成する,伽不当な扱いを受けている人と連帯す

る, ¢5)民主主義的な行動様式を学習し,身につける。

このように,鍵能力には,知覚能力や判断能力,忠

考能力,コミュニケーション能力,空間及び時間にお

ける位置感覚能力,責任能力などが含まれている。

3.基礎学校における「郷土及び事実教授」の目標

基礎学校における「郷土及び事実教授」の第1-4

学年の目標は,次の通りである。

1)第1・2学年の目標

・自己の感情や集団での社会的責任を発達させる

・遊びと学習を区別し,そのときそのときの学習場

面に自分自身を向ける

・自分の身体について熟知する

・健康に良い栄養に対して敏感になる

・周りの環境の動植物を知る

・熟知した空間を説明する

・自然を探究したり,自然現象に遭遇したとき,相

応しい態度をとる

・環境に実際的に取り組む態度を第1学年から発達

させる

2)第3学年の目標

・人間の身体的精神的発達について教えられる

・周りの環境の動植物を記述する

・道路交通で,適切な行動を取る

・児童の住居場所を知り,土地計画に取り組む

・児童の家族や居住場所に関する歴史的興味関心を

示す

・責任をもって実際的態度で,環境に取り組む

・自然現象に遭遇したとき,自分で資任をもって実

験する

3)第4学年の目標

・人間の身体機能や精神能力について知る

・公共の課題について知る

・ (健康と栄養に関する)最初の応急措置を知る

・道路交通の場面で適切な判断を下す

・自転車試験を受ける

・シュレスヴイヒ・ホルシュタイン州について知り,

シュレスヴイヒ・ホルシュタイン州の地Egの使い

方を学ぶ

・シュレスヴイヒ・ホルシュタイン地方に関する基

本的な知識を持つ

・生活状況に関する歴史的基本的理解を発達させる

・さまざまな国に住む人々の生活上の共通点及び相

違点を示したり,ある国では珍しい現象が他の国

では一般的であることを知る

・生物学的且つ環境的視点から,自然と人間の相互

作用を理解する

・自然科学に関する簡単な法則を明らかにすること

を学ぶ

・積極的且つ探究的に自然に向かう態度を取る

・動植物の適応現象を知る

これらの目標のうち,自然科学に関係する目標とし

ては,第1学年から第4学年までを通して, ①人の体

のつくりと働きに関する知識を獲得すること, (塾身近

な環境に生息する動植物について理解すること, ③生

物学的且つ環境教育的視点から,人間と自然との相互

作用を理解すること, ④自然を探究し,簡単な自然法

則を発見すること, ⑤責任ある実際的態度でもって,

環境問題に取り組むこと,などが挙げられている。

II.基礎学校における「郷土及び事実教授」の内容

1. 「郷土及び事実教授」の学習領域ごとのテーマと

各学年の内容

「郷土及び事実教授」の具体的な学習領域及びテー

マは次の通りである。括弧の中の数字はテーマ数を示

している。 ①私と私たち(3), (塾人間生活の保護(4),

③空間と時間;(3), ④郷土と外国(3),ゥ自然と環境(2),

⑥技術/メディア/経済(3)。合計18テーマのうち,敬

授プランが指定する中心テーマは14である。テーマご

との各学年の内容は,表1の通りである3)0
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2.学習領域「自然と環境」のテーマと各学年の内容

5つの学習領域及びテーマのうち,自然科学に関す

る中心的学習領域は「自然と環境」であり,このテー

マは, ①火や水,空気,土を探究する, ②自然と環境

を探究するI -生物界, ③自然と環境を探究するII-

無生物界,に分かれている。テーマごとの各学年の内

容は,表2の通りである4)0

次に,中等科学教育の例として,ゲザムトシューレ

における自然科学教育の実状について見てみたい。

III.ゲザムトシュ-レにおける「自然科学」の

目標と内容

1.ゲザムトシューレにおける「自然科学」の目標

シュレスヴイヒ・ホルシュタイン州の中等教育段

階Iでは,自然科学に関する教科として「物理」,

「化学」, 「生物」, 「自然科学」が位置づけられている。

ギムナジウム(Gymnasium)やハウプトシューレ

(Hauptschule),実科学校(Realschule)では,

「物理」, 「化学」, 「生物」が教授学習されている。

「自然科学」という総合理科は,ゲザムトシューレの

生徒のみを対象として設けられている。以下に, 「自

然科学」の目標や内容を示すことにする。

ところで,同州の教授プランによれば, 「自然科学」

の目標は, (り知識や理解を示す事実能力(Sach-

kompetenz), ②能力や技能を示す方法能力(Met-

hodenkompetenz), ③考え方や心構え,態度を示す

自己能力(Selbstkompetenz),社会能力(So-

zialkompetenz)から構成されているO 「自然科学」

の第5学年から第10学年までの目標を,各能力ごとに

示すと,次の通りである5)0

1)事実能カー①現象や物質,物体,生物,システ

ムのような自然科学的一技術的事実を記述するため

の科学的概念や記号,モデル,分類体系,類別体系

に関する知識とその応用, (塾科学的定義に関する知

識,例えば物理量, ③自然科学的-技術的事実の特

徴に関する知識, ④人間と自然科学,技術,環境に

関連した事実との相互作用に関する知識, 6)自然科

学的一技術的事実の歴史的発見とその後の展開,及

び文化的利用, (む自己と他人の健康維持及びリスク

に関する知識, (診環境を汚染せずに資源を管理した

り,水や空気,土壌を維持することに関する知識

2)方法能カー①多面的に観察したり,観察結果を

記述したり,評価する能力, ②自ら進んで疑問を抱

いたり,実験したり,調査したり,観察結果を評価

したり,表現したり,疑問や仮説を再考すること,

③自主的に実験すること, ④実験器械や素材,物質,

生物を安全に留意して取り扱うこと, (9モデル概念
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やシステム概念の適用とその発展

3 )自己能カー①発見的,探究的行動による体験能

力, (塾自然や技術,環境に関する確かな知識に基づ

いた批判的判断能力,自主性,イニシアティブ,

③科学的表現能力や適用能力の限界に関する厳密な

理解,生物や器械,素材を取り扱う際の綿密さ,

④思考過程や活動過程を自分で構成する能力, ⑤自

己の仮説を検証する能力, ⑥自然や技術,環境に関

する知識に基づいて,自己の行動方略を展開する能

力, ⑦継続して学習しようとする能力

4)社会能カー①大小のグループでのコミュニケー

ション能力の発達,積極的に融和したり,相手から

の反論にくじけない能力, (参グループでの課題分担

や結果に対する共同責任, ③自然や技術,環境に関

する歴史的且つ文化的知識に基づいて,社会の構成

員として行動する準備, (り自然や技術,環境に関す

る実状を政治的決定プロセスで考察したり,評価す

る能力

このように生徒には,自然や技術,環境に関する事

物現象から問題を発見し,その間題を解決のために実

験観察を行い,その結果を記述し,評価し,仮説を再

考し,得られた知見を応用する,といった問題解決能

力の育成が強く求められている。加えて,こうして得

られた知識に基づいて,生徒は自己の行動方略を展開

する能力が求められている。

2.ゲザムトシューレにおける「自然科学」の内容

1)第5/6学年のテーマ

①生活の要素としての水, ②生活の要素としての空

気, ③生活の要素としての太陽エネルギー, ④生活

の基盤としての土壌, ⑤我々の環境における植物,

⑥我々の環境における動物, (彰私と他人, ⑧我々は

電気エネルギーを利用する

2)第7学年のテーマ

①環境を解明する, (参家屋を建築し居住する, (診移

動する, ④栄養を摂取する

3)第8学年のテーマ

①自然から学ぶ:被うことと美しく装うこと(生物・

物理・化学), (参我々は自分自身を精神的身体的に

成長させ,健康を維持する(生物), ③我々はコミュ

ニケーションを図る(生物・化学・物理), ④我々

は金属を利用し,それを道具として利用する(化学・

物理・生物)

4)第9学年のテーマ

①人間は地球や植物,動物を利用する(生物・化

学), ②人は新しい物質を作る(化学・物理),

③生物はエネルギー交換を行い,それによって環境

を変える(物理・化学・生物)



表1テーマごとの各学年の内容

学習頚域′テーマ 第 1 . 2 学年 第 3 学年 第 4学年

①/ 自分 白身を見つける- 自分自身を発達させ る 少女少年 としての自信 家族の中での分業 ; 共同社会における生活

他人と】緒に生活する ー他人を受 け入れる 家族形態

(D / 願いと夢 夢の部屋 願い と現実

(9 / 学校の一員 となるl 共

に祝 う

さまざまな祭 り 学校祭 ‥実施

②/ 健康的な生活 を送る 学校の朝食 身体衛生 栄養満点の食事 最初の応急措置

(9 / 住居

(参/ 人間の身体 身体の部分の名称を言

つ

我々の身体を知る 人間の成長 人間の感覚能力 と身体

機能

(診/ 交通教育 安全な通学路 ;交通信 区別のある道路 多様な交通手段 :運行 優先通行規則 ;自転車

号灯 時刻表 試験

(診/ 空間と時間に方向づけ 測定することによって コンパスカー ド コンパス ;地球儀を組 地図記号 ;世界地図

られる 空間 と時間を理解す る み立てる :午, 季節

③/ 生活圏を形成 し時間を

意識する

部屋 ;時間間隔 希望場所 ;一 日の配分 週末旅行 ;年計画 休暇旅行 ;居住地

③/ 昔 と今を探究する 家族の世代 古い道具 昔の村 と町 H a ith ab u ;交通

㊨/ シユレスヴイヒ .ホル 環境の中での典型的な S H の 3 つの自然空間 大都市 ;郷土圏 ;連邦

シュタイン一海に囲ま

れた州一を知 る

生活基盤 一風の中の州

④/ シユレスヴイヒ . ホルシュタインの経済的立場

④/ さまざまな州の人々や

文化を知 り, 理解する

同級生の出身州 外国の日常 世界の文化 宗教 ;童話 ;観衆 ;風

習

6 )/ 火, 水, 空気, 土を探 浮 き沈み 状態変化 ;気象変化II, 利用 と危険, 気象変化 飲用水 ;環境行動 ;也

究する 温度変化 II ;空気の充満 球/ 世界

6 )/ 自然 と環境を探究する 動植物を保護 し世話 を 環境の中の動植物

混合物, 温度測定

動植物を記述 し同定す 適応現象

物質変化 :電流 ;ゴ ミ

問題

.生物界 る
1丁つ

.無生物界 家庭や学校での環境保

護

溶解, 磁気

㊨/ デザイン- 設計一製作 プランを構想する モデルを組み立てる

⑥/ 情報を獲得 し加工する 手紙の交換 新 しいメディアを知 る メデ ィアの リスクとチ

- メディアを用いて構

成する

;コンピュータ, ビデ

オ

ヤンス :子 ども新聞

⑥/ 経済的に計画 し構成す 願望 - 欲求, 遊び一括 金でや りとりする ;辛 広告/ 消費 ;職業 批判的に買 う ;工場 ‥

る 動 工業/ 小売業 大企業

(Eg中の①～⑥は, 2貫目の学習頚域及びテーマを示し,図中の太字は,中心テーマ及び中心内容を示している。)
(Ministerium fur Bildung, Wissenschaft, Forschung und Kultur des Landes Schleswig-Holstein, Lehrplan - Grundschule, 1997, S.
98f.より筆者作成)
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表2　学習領域「自然と環境」の3テーマにおける各学年の目標と内容

テーマ′学年 目 標 内 容

①′1 . 2 . 空気 を 「存在 しない もの」 として認識する . 音や騒 音 は空気 によって伝え られる . 空気には重

さがある

. 物質が さまざまな状 態で存在す ることを知 る . 気 . 物質の状 態 (固体 , 液体 , 気体 ) . 簡単な気象要

象 は】時的 な大気の状態 であることを知 る . 水の 莱 . 浮 き沈み . 雲の種類 を見分 ける . 温度 を測定

特性 を知 る . 気象の要素 を見分 けることがで きる す る

(TV 3 . 大気圏 は我々の地球の敏感 な保護シール ドである . 清潔な空気 と汚 れた空気 . 我々人間や動植物 は空

ことを知 る . 現象を通 して 「基本物質」 を知 る . 気 を必 要 とす る (土や水 , 空気 がないと生活 でき

人間に とつてのそれらの利用 とリスクを知 る ない) . 洪水や火災 , 火 山の爆 発による危険

(り′4 . 人間 にとつての水の意義 を知る . 給水 . 水の循環

. 健全 な環境に とつての水 , 空気 , 土壌 の意義 を知 . 部 屋は換 気されねばな らない . ゴミは片づけられ

る ねばな らない . 我々 は海で入浴 できるか ? . どの

ように して我々 は飲用水 を清潔 に保つ ことができ

るか ?

. 環境の変化 を我々の近隣 の場所 に当てはめること

がで きる

. 海面 の上昇は多 くの護岸 を要求する

. 我々の中央 の天体 として太陽を知 る . 太陽, 渦巻星雲 にお けるご く小 さな点 . 総 てが太

陽の周 りを回る . 地球 と月

ゥ / I ・2 . 他の生物 の世話に取 り組む . 家畜 , 室内鑑賞植物

. 環境か ら植物の種類 に関する知識 を獲得す る . 主要な穀物の種類 : 小麦 , ライ麦 , カラス麦 , 大

麦 . 重要な針葉樹 : トウヒ, モ ミ, マツ . 梶 , 茎 ,

莱 , 花 , 芽 , 等々

. 家畜に関する知識 を獲得する . 家畜 の特性

. 顕花植物 について知 る . 野生植物 , 例 えば森林の花, 水辺 の花 , 草原や牧

草地の花 , 早咲 きの花

②′3 . 動植物 を目的 に応 じて観察 した り, 記述 した り,

同定す る

. 多 くの動物は共通の特徴 を持っている

. 共通の特徴に基づいて, 動植物 を分類 した り, 同 . 類似 の特徴 を群 にまとめるこ とがで きる . 種子か

族性 を知 る ら植物 まで

②′4 . 生活空間や生活状況への動植物の適応 を探究する . 1 日の適応 と季節 に応 じた適応

③′1 . 2 . 家庭や学校で環境保護 を実践す る . 包装の種類

. 主観的な温度測定 は十分でないことを知 る . 温度測定 ‥温度計 を用 いた信頼性 のある温度測定

. 混合物 を知 る . メスシリンダーに入れた地面の土

③′3 . 特異な現象 として磁気 を知 り, 確かめる . 磁石 による引力 と斥力 . 磁石のN 極 とS 極

. 単】の溶液 をつ くる . 塩 の溶液, 糖の溶液

ョ / 4 . 高温による物質変化 を知 る . 加熱や燃焼 による物質変化

. 電流の利用 と危険性 を知 る . なぜコンセン トか ら電流は生ず るのか . 電流 は発

電所で生産 されねぱな らず, 環境の悪化を引 き起

こす

. ゴ ミ処理 を環境問題 として認識す る . 我々 のゴ ミは どこに集積 され ているのか ? . 地方

行政当局を訪問す る

. ゴ ミ減 らしを実践 する . 再利用可能 なゴ ミか ら何がつ くられ るか ?

(図中の①～③は, 3頁目の「自然と環境」に関するテーマを示している。)
(Ministerium fiir Bildung, Wissenschaft, Forschung und Kultur des Landes Schleswig-Holstein, Lehrplan'Grundschule, 1997,
S.lll-113.より筆者作成)
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5)第10学年のテーマ

①社会的,技術的変化がもたらす過去及び現在の人

間生活に対する影響(生物・物理・化学), (参交通

機関と環境に対するその影響(物理・化学・生物),

③人間は生活圏を形成し,改造する(生物・化学)

このように,ゲザムトシューレの「自然科学」では,

物理・化学・生物帯域にわたって,水や空気,土壌,

エネルギー,環境,栄養などのテーマが取り上げられ

ている。

IV.シュレスヴィヒ・ホルシュタイン州の科学

教育の特徴

シュレスヴイヒ・ホルシュタイン州の初等及び中等

科学教育の特徴,並びにそれらの関連について,次の

諸点が明らかになった。

第一に,表1 ・ 2に見られるように,基礎学校にお

ける「郷土及び事実教授」では, 「火や水,空気,土

を探究する」というテーマで,自然界を構成する基本

物質について,第1学年から第4学年まで繰り返し学

習するように,カリキュラムのスパイラル構造が図ら

れている。また,水や空気などは物質としての特性だ

けでなく,日常生活との関わりも取り扱われている。

一方,ゲザムトシューレの「自然科学」では, 「郷土

及び事実教授」と同様に,第5学年で生活要素として

の水や空気,土壌などが取り上げられている。ここで

ち,それぞれの物質の特性と共に,日常生活との関連

が学習されている。ゲザムトシューレの「自然科学」

は総合理科であり,テーマ自体が環境や技術,社会,

日常生活などと関連深い内容である。総合理科である

が故に,テーマ選択において「郷土及び事実教授」と

類似性が強く,内容の関連性・系統性が図られている。

第二に, 「郷土及び事実教授」のテーマ「自然と環

境を探究する」に見られるように,環境は学習すべき

重要な領域であり,環境問題に責任をもって実践的に

取り組むような態度を育成することは,初等教育全体

の課題である。環境教育をカリキュラム編成上,明確

に位置づけるという方針は,中等教育段階Iにおいて

も同様である。例えば, 「自然科学」の目標では, 「環

境を汚染せずに資源を管理したり,水や空気,土壌を

維持することに関する知識の獲得」や「環境に関する

知識に基づいて,自己の行動方略を展開する能力の育

成」などが目指されている。基礎学校の「郷土及び事

実教授」とゲザムトシューレの「自然科学」はカリキュ

ラム編成上, 「環境」を重要な領域と位置づけ,生物

の多様性や水の循環システム,エネルギー消費などの

学習を通して,両学校間での科学カリキュラムの関連

*4-一系抗性をE司っている。自然と環境,技術,社会と

の関わりに関する学習が初等,中等教育段階を貫く科

学教育の中心テーマとなっているのである。

第三に, 1975年,シュレスヴィヒ・ホルシュタイン

州では,従来の「郷土科」が「事実教授」に改称され,

学問志向性が強調され,自然科学的学習は「社会」や

「交通教育」と並ぶ一つの学習領域として位置づけら

れた。自然に関する頚城は更に,物理及び化学,生物

分野から構成するという極めて科学主義的色彩の強い

変則的な総合学習が実施された。 3年後の78年に,名

称は「事実教授」から現在の「郷土及び事実教授」に

改められたが,大幅な内容変更は行われなかった。

1997年改訂の現行の「郷土及び事実教授」において,

自然科学的テーマは全体の37.7%を占めており,内容

構成の少なからぬ部分を占めている。自然に関する学

習領域では,物理・化学分野が生物分野に比べて,相

対的少なく,もっと増加されるべきであるという主張

もある(G.Luck・1999)

子どもを取り巻く環境は,地球環境問題やエネルギー

問題,情報革命,国際化などがクローズアップされる

現代社会である。それ故,現行の「郷土及び事実教授」

は,こうした環境や情報,メディアなどの社会的,自

然的学習環境を反映した内容となっている。 70年代の

学問志向性の強い科学主義的な「郷土及び事実教授」

と比較すると,現在の「郷土及び事実教授」は新たな

社会的教育的要請を受け, 「合子ども性」の原理など

に加えて,初等教育段階と中等教育段階Iを繋ぐ構成

原理として, 「方法志向性(鍵能力・方法能力)」や「環

境」を取り上げ,カリキュラムを構成しているのであ

る。なお,紙幅の都合上,ギムナジウムでの科学教育

について述べることはできなかったが,依然として専

門性が強く,初等段階との「断絶」が存在する。一方,

本稿で取り上げたゲザムトシューレでは,それを是正

しようとする姿勢が見られる。
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